
 英 語 

語 
2026年度学校推薦型選抜試験（指定校制） 

 

問題文 

Australian lifeguards were training to use their new rescue drones when they received an 

emergency call. The caller said that two teenage boys were caught in powerful waves when they 

were surfing. 

In one or two minutes, the drone controlled by a lifeguard dropped a float to the boys. 

They held the float and swam to shore without injury. 

The drone rescue was the first one in the world. A normal rescue takes at least a few 

minutes longer. 

 

引用元：News in Levels: News for Students of English（Webサイト・一部改） 

https://www.newsinlevels.com/products/drone-saves-two-boys-level-2/ 

 

訳例 

 

 

 始めに概ね 1分 15秒間、問題文を黙読させてください。 

 

 

問１ 問題文を音読しなさい。ただし、途中に読めない単語があれば飛ばして読みなさい。（4点） 

 読めない語があるようでしたら、適宜飛ばして読むようご発言ください。 

 音読の制限時間は 1 分とします。1 分経過しても読み終わらない場合、1 分 15 秒まではそのまま続け

させてください。1分 15秒を経過した時点でやめるようご指示願います。 

 

音読配点表 

4点 ： 間違いや言いよどみ、飛ばした単語があっても時間内に読み終えることができた場合 

2点 ： 時間内に途中までしか読むことができなかった場合 

0点 ： 終始無言で全く読むことができなかった場合 

 

  

オーストラリアの水難救助隊が緊急連絡を受けたとき、彼らは救難ドローンを使う訓練を行ってい

るところでした。電話をかけてきた人がいうには、サーフィンをしていた少年二人が、強力な波にさら

われたとのことでした。 

1～2 分で水難救助員の操縦するドローンが、少年たちのもとへ救助用の浮き輪を投下しました。

彼らはその浮き輪につかまり、怪我無く岸へと泳ぎ着きました。 

ドローンでの救助は世界で初めてのことでした。通常の救助方法を用いると、少なくとも数分は余

分に時間がかかってしまいます。 



 英 語 

語 
2026年度学校推薦型選抜試験（指定校制） 

問題文の内容について問２～問４の質問に対する最も適当な答えを（Ａ）～（Ｃ）の中から一つ選び、記号で

答えなさい。（各 2点 計 6点） 

 

問２ 緊急電話を受けたとき、水難救助員は何をしていましたか。 

（Ａ） サーフィンをしていた。 

（Ｂ） 救助訓練をしていた。 

（Ｃ） 新しいドローンの扱い方を学んでいた。 

 

 

問３ 少年たちの救助について、この文章の内容と合致する説明はどれですか。 

（Ａ） ドローンで救難用の浮き輪を投下した。 

（Ｂ） ドローンはプロのパイロットが操縦した。 

（Ｃ） 波にさらわれた少年たちのもとへ水難救助員が助けに行った。 

 

 

問４ この文章の内容と合致しない説明はどれですか。 

（Ａ） 少年たちは怪我無く岸へと泳ぎ着いた。 

（Ｂ） ドローンでの救助活動は近年増加傾向にあった。 

（Ｃ） 通常の方法を用いた場合、少なくとも数分救助が遅れた。 


